


















































































番号 年 時 書 目 備 考
① 天保3年 （1832) 『傾城情史大客j( 1巻 1冊） 酒落本、関亭京鶴作
② 天保4年 （1833) 『滑稽新書／変宅論』（2冊）
滑稽本、 山月庵主人作、菱川清
春画
③ 天保5年 （1834) 『滑稽鬼霊論』（2冊）
滑稽本、 山月庵主人作、 菱川清
春画




天保 7年 （1836) 『意気客初心』（2巻 2冊）
酒落本、山月庵主人作、呉鶴巣
校者序 主人校、大和の欲若践
⑥ 天保7年 （1836) 『小夜衡真砂物語』（10冊） 読本、 山月庵主人作
⑦ 天保13年 （1842)








⑩ 刊行年不明 『堪忍袋j( 6巻 6冊） 山月庵
読本、鶴山逸人瀬川恒成作、隔






















































































































































（神並種茂） 、、（原因隼人） ｜ ｜ 
庄太郎 松屋直助＝＝＝＝＝ 夕波 お岩＝＝＝＝田宮伊右衛門 ＝＝ヰ＝＝＝お花 お雪
（根津揚之進） （お波） （熊蔵） ｜ 
※道粋 玉虫
（ ＝＝は夫婦、 一一 は閥、 一一ー は親子、 一一は主従、 「「 は兄弟姉妹。以下問。）
図1 『扉風怨霊四谷怪談J関係図
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図4 ［『太平記Jと『理尽紗Jの楠関係系図］




























































あけ あきはん し まひきるまは せうぞくちゃく
すでに其夜も明ければ両人は朝飯を仕舞猿廻しの装束を着し早瀬は小猿を






































































『絵本いろは仮名四谷怪談Jを参考にしたと考えている、 ②指摘のとおり、 『四谷雑談Jと 『扉風怨霊四
谷怪談Jとは「伊右衛門」の姓の漢字表記が一致しており、参照した可能性は高い、と回答した。
山下則子氏は、 ① 「四谷怪談」の正本は貸本として広く流通し、正本写し合巻なども出版されたため、
舞台を見ない人たちにも知られていた。②この作品は「忠臣蔵」の裏版である「四谷怪談」そのもので
あり、正成伝説を有効に取り入れているとは思われない、と助言および意見を述べた。それに対して
発表者は、 ②指摘のとおり、「忠臣蔵」における赤穂義士の物語を楠家の義臣に置き換えたものといえ
るかもしれない、と回答した。
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